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■期 間 平成27年４月～平成32年３月
■区 域 ＪＲ宇都宮駅周辺および東武宇都宮駅周辺を含む区域 約168ha

�

�

 � 第1期計画に続き，第2期宇都宮市中心市街地活性化基本計画（以下「第2期計画」という。）を策定し，
�

総合的に事業を展開していきます。 

1 第２期宇都宮市中心市街地活性化基本計画の策定について

�

宇都宮市では，平成14年度に「宇都宮市都心部
�グランドデザイン」を策定し，長期的な視点のもと
�中心市街地の活性化に向けた取組を進めています。 
� 平成19年度には，第5次総合計画において「ネット
�

ワーク型コンパクトシティ」を将来の都市構造として

�

掲げ，「都市拠点」の形成方針を示すとともに，平成
2
�

6年度には「ネットワーク型コンパクトシティ形成
�ビジョン」において，中心市街地（都心部グランド
�デザインにおける都心部の範囲）は本市全体の活力
�をけん引する高次の都市機能を高度に集積する「都市
�

拠点」として位置づけています。 

を継続） 

※上位計画である「都心部グランドデザ

イン」で位置づけた都心部及び「ネット

ワーク型コンパクトシティ形成ビジョン」

における都市拠点（約320ha）のうち，

５年間に重点的に活性化に取り組む区域

を計画区域として設定（第１期計画区域

このような中，平成21年度に策定した第1期宇都宮市中心市街地活性化基本計画（以下「第1期計画」とい
う。�）のもと，衰退する中心市街地の賑わい回復に向けて，「交流人口」と「居住人口」の増加，中心商業地の

�再生などに取り組んできました。 
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■進捗状況

■目標達成状況
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■

■期 間  平成22年４月～平成27年３月

■目 標  目標① 商業地が様々な顔を持つ賑わいのあるまち

2 第１期計画のまとめ

まとめ
・現行計画に掲げた事業はほぼ計画通り実施しました。
・空き店舗対策や多様な主体による活性化への取組の活発化により，休日の通行量は増加するなど
賑わいは回復傾向にありますが，一方で平日の通行量は伸び悩んでいます。 
・市街地再開発事業や都心居住策等により居住人口は一時増加しましたが，近年は減少しています。 
・事業所数や従業員数，小売販売額の減少など経済活力指標が総じて低下しています。 

��■市街地再開発事業

�

交流拠点であるオリオンスク
エアにおいて大型映像装置を
設置し，イベント時の活用や
商店街・行政等の情報発信によ
り，賑わい創出を推進しました �

�■大型映像装置を活用した賑わい創出事業

�������	
��
市民を始め，本市へ訪れる人に，
宇都宮の豊かな資源や魅力を知って
もらうためのアンテナショップ
を開設し，賑わい創出を推進しま
した。 

 ■アンテナショップ「宮カフェ」 �■若年夫婦世帯家賃補助

馬場通り西地区，宇都宮
駅西口第四Ｂ地区にお
いて事業を実施し，都心
居住と業務機能強化を
推進しました。 

中心市街地に転入する若年夫
婦世帯を対象にした家賃補助
制度により，中心市街地への
居住を推進しました。 

目標② 様々な人々が行き交うまち 
目標③ 便利で快適な住みたいまち 
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■都市機能
・中心市街地は，商業・業務・医療・公共施設等の
都市機能が一定程度集積しています。 

■低・未利用地
・中心市街地では，小規模な駐車場等の低・未利用
地が点在しています。 

■空き店舗

■小売業年間商品販売額

※国の商業関連の統計
調査方法が変わり， 
参考値として平成
24年度の市全体 
の公表値を示す。

■事業所数
・中心市街地の事業所数は減少傾向にあり，宇都宮

■歩行者・自転車通行量
・中心市街地の休日通行量は増加している一方で，
平日通行量は伸び悩んでいます。 

■中心市街地の居住人口

19.5%
18.1% 18.0%

17.1% 16.6%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

0

10,000

20,000

30,000

H13 H16 H18 H21 H24

事業所数

宇都宮市 中心市街地 シェア

中心市街地の比率

23.4%

18.1%
15.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

H9 H14 H19 H24

中心市街地の比率
小売業年間商品販売額
（百万円）

25.0%

26.0%

27.0%

28.0%

29.0%

30.0%

15,000

15,250

15,500

15,750

16,000

16,250

16,500

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26

人口　 高齢化率

（人） 休日通行量

(24地点) 

108,304

平日通行量

(24地点) 

92,272

80,000

85,000

90,000

95,000

100,000

105,000

110,000

Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ25

（人／日）

・中心市街地の居住人口は平成24年に減少に転じ，
高齢化も進行しています。 

宇都宮市 中心市街地 シェア

■中心市街地の印象
・「愛着がある」，「行きやすい」，「楽しい」という印
象の割合は,全て5年前と比べて増加し,「愛着があ
る」と思う割合は5割を超えましたが，「賑わって
いる」と思う割合は３割以下にとどまっています。

印象 Ｈ２０ Ｈ２５ 増減
愛着がある 50.0％ 55.7％ ＋5.7Pt
行きやすい 34.2％ 42.7％ ＋8.5Pt
楽しい 22.2％ 30.2％ ＋8.0Pt
賑わっている 20.3％ 24.5％ ＋4.2Pt

■中心市街地が目指すべきまち
・「日常生活が便利な，暮らしやすいまち」，「買い物を
楽しむことができるまち」，「歩いて楽しい歩行者
中心のまち」といったニーズが高まっています。 

中心市街地が目指すべきまち（上位5つ） 割合
日常生活が便利な，暮らしやすいまち 38.2％
買い物を楽しむことができるまち 36.3％
歩いて楽しい歩行者中心のまち 34.2％
年間を通してイベントやお祭りがあるにぎわいのあるまち 33.9％
県内外の人・もの・情報が交流する拠点となるまち 25.6％

3 中心市街地の現状

市全体に占める割合も下がっています。 

・中心市街地の空き店舗数は平成24年から減少に
転じ，空き店舗の床面積も減少しています。 
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・中心市街地の小売
業年間商品販売額
は減少傾向にあり，
宇都宮市全体に占
める割合も下がっ
ています。 



4

■

≪中心市街地の将来像≫
「誰もが暮らしやすく 活力と賑わいあふれる中心市街地」 

～ 宇都宮らしい愉しさと まちの風格をそなえた街なかへ ～ 

＜目標２＞ 
街なかならではの 
魅力と賑わい 
あふれるまち 

＜目標３＞ 
誰もが憧れ 

「住みたい・住み続けたい」
と思うまち 

【方針１】 
経済活動が 
活発に行われる 
まちづくり 

【方針２】
日常的に 

人々が行き交う 
まちづくり 

【方針３】 

まちづくり 

活性化の基本方針 

活性化への課題 

【課題１】 
経済活力の向上 

【課題３】 
居住人口の増加 

【課題２】 
来街者の増加 

活性化戦略 

＜基盤形成戦略＞ 
持続可能な 
まちづくり基盤 

の強化 

＜活性化戦略１＞ 
リーディングエリア 
づくりによる 
賑わいの増強 

＜活性化戦略２＞

■第１期計画の総括：「恒常的な賑わい創出」や「経済活力向上」に向けた取組の推進が必要

＜目標１＞ 
宇都宮の“顔”となり
市全体をけん引する
活力あふれるまち 

4 第２期計画の概要

都市拠点の形成と地域経済の活性化
�

都市拠点にふさわしい機能の集積・誘導など「賑わいの基盤・環境づくり」を行うとともに，賑わい創出・地域
経済活動の主役である民間による創意工夫を活かした取組を推進します。 
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中心市街地の事業所数（事業所） 

基準値(H24) 
2,548事業所 

目標値(H31)
2,576事業所 

��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��	 �
� �
�

2,548事業所 

目標値 
2,576事業所 

第２期計画

中心市街地の居住人口（人） 

基準値(H26) 
8,358人 

目標値(H31)
8,550人 

��� ��� ��� ��� ��� ��� ��� ��	 ��
 ��� ���

8,358人 

目標値
8,550人 

第２期計画 

 
 

【参考指標：賑わいを感じる市民の割合】 

○基準値(Ｈ25)24.5％ ⇒ 目標値(Ｈ31)30.0％

「街なかならではの魅力と賑わいあふれるまち」に
関する数値目標 

基準値(H25) 
平日  99,428人 
休日116,189人 

目標値(H31)
平日107,400人
休日130,000人

��� ��� ��� ��� ��� ��� ��	 ��
 ���

休日116,189人

目標値 休日130,000人

第２期計画 

目標値 
平日107,400人 

平日99,428人 

歩行者・自転車通行量（実績値） 右：休日,左：平日（28地点の合計）

「宇都宮の�顔�となり市全体をけん引する活力
�あふれるまち」に関する数値目標 

中心市街地の歩行者・自転車通行量（人／日）【28地点】 

5 第２期計画の目標指標と施策の体系

�

第２期計画の将来像である「誰もが暮らしやすく活力と賑わいあふれる中心市街地」の実現を目指し，３つの目標

�

と目標指標を設定します。また,各目標指標を補完する参考指標も設定します。 

第２期計画では３つの目標を実現するために,目標ごとに２つの施策を掲げ,その下に各事業を位置づけています。
（各事業は次ページを参照） 

施策１－１ 都市機能の集積 
施策１－２ 地域経済の活性化 

施策２－１
施策２－２ 〈目標２〉街なかならではの魅力と賑わいあふれるまち 

施策３－１ 居住環境の整備 
施策３－２ 街なか居住の促進 〈目標３〉誰もが憧れ「住みたい・住み続けたい」と思うまち 

〈目標１〉宇都宮の�顔�となり市全体をけん引する活力あふれるまち



田川

宇都宮
城址公園

裁判所

西小学校 総合福祉
センター

市役所

二荒山
神社

県庁

中央
小学校

旭中学校

今泉小学校

八幡山公園

JR
宇
都
宮
駅

東武
宇
都
宮
駅

（バンバひろば）

22

18

21

24

15

10

9

（オリオン
　　スクエア）9

4

1
2

12

11

39

38

17 38
36

37

42

17

30

3

25

リーディング
エリア

小幡・清住
エリア

ユニオン
エリア

交流
エリア

歴史
エリア

親水
エリア

JR
エリア

17、38　魅力ある景観づくり事業
　　　　（釜川周辺地区）
　  18　釜川整備活用事業

29  冬の夜間景観賑わい創出事業

施策１-１ 都市機能の集積
JR宇都宮駅西口周辺地区の整備*
JR宇都宮駅東口地区整備事業*
宇都宮大手地区市街地再開発事業*
小幡・清住土地区画整理事業
スマートエネルギーcityの構築

施策２-２ 誰もが利用しやすい移動手段の確保
1
2
3
4
5

施策２-１ 地域資源を活用した魅力づくり
魅力ある景観づくり事業*
釜川整備活用事業
公共空間を活用した賑わい創出事業*
中心市街地緑の回遊事業
歴史・文化財活用推進事業
中心市街地における文化振興事業
大谷石蔵等歴史的建造物保存・活用事業
民間による大谷石蔵活用事業
地域教育推進事業
「おもてなし運動」推進事業
もったいない運動の推進
中心市街地活性化ソフト事業
冬の夜間景観賑わい創出事業
「自転車のまち宇都宮」発信事業
観光情報発信強化事業（観光情報ＡＲアプリ）

17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31

ＬＲＴの導入*
バス路線の新設・拡充
公共交通利用促進事業*
自転車利用・活用促進事業

「* 」は重点事業です

施策３-１ 居住環境の整備
小幡・清住土地区画整理事業（再掲）
宇都宮大手地区市街地再開発事業（再掲）*
魅力ある景観づくり事業（再掲）*
都心部道路景観整備事業（市道３号線）*
ガンバルまちなか活性化支援事業（再掲）*
地域優良賃貸住宅建設費上乗せ補助
地域教育推進事業(再掲）
安全で快適なまちづくり推進事業

32
33
34
35

施策３-２ 街なか居住の促進
若年夫婦・子育て世帯家賃補助*
住宅取得支援事業補助*
街なか暮らし魅力発信事業

44
45
46

36
37
38
39
40
41
42
43

施策１-２ 地域経済の活性化
中心商業地出店等促進事業*
魅力ある商店街等支援事業*
ガンバルまちなか活性化支援事業*
拠点広場を活用した賑わい創出事業
宇都宮アンテナショップ「宮カフェ」運営事業
オリオン通り商店街振興組合未来創生事業
ユニオン通り商店街商業活性化事業
商店街次世代経営者育成事業*
まちづくり担い手育成事業
インキュベーション事業
公衆無線ＬＡＮシステム構築事業

6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
上記46事業（再掲5事業）のうち「①目標指標の達成に貢献度の高いもの」,「②市民ニーズにおいて重要度が高
く満足度が低い（重点化が必要な）もの」という視点から中心市街地への波及が高い17事業（再掲3事業）を重点
事業として設定し,事業の進捗状況や評価を基本に,着実な実施に向けて進行管理していきます。

都心部区域

計画対象区域

32  LRT の導入

3、37  宇都宮大手地区
　　　市街地再開発事業

【整備イメージ】
※建築物の意匠や
　デザイン等については、
　変更を予定しています。

1 事業実施箇所

宇都宮 LRT 導入イメージ

28  中心市街地活性化ソフト事業
　  （宇都宮餃子祭り）

6 第２期計画の事業と推進体制

6
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・立地適正化計画による都市機能の誘導 
・公共機能の再配置 
・低・未利用地の利活用事業 
・LRTの JR宇都宮駅西側導入を見据えた街なか活性化事業 
・空き店舗等の活用促進事業 
・快適な自転車利用空間整備事業 
・生活支援サービス提供事業 

・プロスポーツと連携した商店街活性化事業 
・街なか活動ポイント制度事業 
・アートによる賑わい創出事業 
・宇都宮ゑびす市事業 
・愉快な街の得するゼミナール教室事業 
・中心市街地活性化策提案事業 

■お問い合わせ先 宇都宮市 総合政策部 地域政策室
〒320-8540 栃木県宇都宮市旭１丁目１番５号 
TEL：０２８－６３２－２１０９ E-mail:u2010@city.utsunomiya.tochigi.jp

3 推進体制

前ページの事業に加え，現在検討段階ではありますが，長期的な視点に立ち，「都市拠点」としてふさわしい高次
の都� 市機能の集積を図る施策や経済活性化等に向け民間が主体となった取組について，「計画期間内に事業化を目指
�

すもの」として位置づけ，積極的に推進します。 

また，毎年度，事業の進捗確認を行い，その状況を踏まえた事業の改善や新たな提案を行います。 

第２期計画で位置づけた事業は，行政や，商店街をはじめとする民間事業者が担う事業から構成されています。
各事業は，下図で示すように，民間事業者，ＮＰＯ法人宇都宮まちづくり推進機構，宇都宮市中心市街地活性化協
議会等との連携・協力のもと推進します。 


